
に

見
舞
わ
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。

山
中
陣
屋
襲
撃
隊
は
、

隊
長
が
鯉
淵
四
郎
、

当
時
二

十
八
歳
、

水
戸
出
身
で

あ
る
。

こ

の

ほ
か
谷
龍
夫
、

長
山
真
一

郎
、

岩
屋
鬼
三
郎
、

結
城
四

郎
、

川
上
司
ら
六
人
の

名
が
判
明
し
て
い

る
（
長
谷
川
伸
『
相
楽
総
三
と
其
同
志
』）。

こ

の

う
ち
谷
龍
夫
は
本
名
・

鈴
木
佐
吉
で

下
荻
野
村
の

博
徒
の

小
親
分
で
、

こ

れ
が
相
楽
隊
の

結
城
四
郎
と
連
絡
を
と
っ

て

山
中
陣
屋
襲
撃
の

誘
引
を
し
た
と
い

う
（
前
掲
『
荻
野
山
中
藩
』
所
収
、

鈴
村
茂
「
荻
野
山

中
藩
陣
屋
焼
打
ち
事
件
と
そ
の

背
景
」）。

こ

の

ほ
か
荻
野
村
の

石
井
道
三
、

飯
山
村
の

山
川
一

郎
も
参
加
し
て

い

た
。

こ

の

浪
士
隊
は
十
二

月
の

中

旬
、

甲
府
城
襲
撃
隊
と
相
前
後
し
て

江
戸
薩
摩
藩
邸
を
出
発
し
て
、

小
田
原
方
面
に

向
か
い
、

荻
野
に

あ
ら
わ
れ
た
の

は
十
二

月
十
五
日
の

夜
と
い

う
。

こ

の

日
は
曇
り
が
ち
の

日
で

午
後
に

は
雨
も
降
り
は
じ
め

風
さ
え
加
わ
っ

て

き
た
。

陣
屋
は
折

り
か
ら
藩
主
大
久
保
教
義
が
江
戸
表
に

出
府
中
で

あ
っ

た
の

で
、

留
守
を
あ
ず
か
る
者
は
女
中
を
合

わ
せ
て

十
名
ぐ
ら
い

で

無
人
に

ひ
と
し
か
っ

た
。

こ

の

と
き
隊
士
は
大
山
参
り
の

六
部
、

町
人
、

百

姓
な
ど
に

変
装
し
て

大
山
街
道
を
下
っ

て

荻
野
新
宿
に

着
い

た
。

道
案
内
は
土
地
者
の

石
井
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で

愛
甲
郡
の

博
徒
親
分
鈴
木
咲
太
郎
を
呼
ん
で

計
画
を
語
っ

て

仲
間
を
集
め
さ
せ
、

そ
れ

で

同
勢
が
三
十
六
、

七
名
に

な
っ

た
も
の

ら
し
い
、

折
り
か
ら
の

雨
中
を
陣
屋
に

近
づ
い

た
。

山
中
陣
屋
は
相
模
国
愛
甲
郡
中
荻
野
村
字
山
中
で
、

前
述
の

よ
う
に
、

天
明
年
間
に
で

き
た
敷
地

一

町
十
反
余
、

と
い

う
規
模
と
て

き
わ
め
て

小
さ
く
簡
略
な
も
の

で

あ
る
。

築
造
当
時
の

見
取
図
に

よ
る
と
荻
野
川
に

添
っ

て

お
り
、

大
手
口
は
荻
野
街
道
に

面
し
て

い

た
（『
荻
野
山
中
藩
』
所

収
鈴
村

茂
「
荻
野
山
中
藩
陣
屋
の

創
設
」）。

刻
限
は
四
ツ

時
（
午
後
十
時
）
頃
、

隊
長
は
表
門
か
ら
は
い

っ

て

陣
代
に

向
か
っ

て

勤
王
運
動
の

荻野山中藩陣屋跡に建つ「山中城址」の碑
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た
め
の

軍
用
金
の

徴
発
を
申
し
い

れ
た
。

陣
代
は
藩
主
の

不
在
を
理
由
に

断
る
と
、

陣
屋
に

発
砲
し
て

焼
き
は
ら
い
、

陣
屋
の

者
を
殺
傷
さ
せ
た
う
え
武
器
、

武
具
な
ど
を

奪
い
、

倉
庫
の

米
な
ど
は
徴
発
し
て

人
足
た

ち
に

わ
け
与
え
る
な
ど
し
た
。

要
す

る
に

小
陣
屋
の
こ

と
で

あ
る
か
ら
簡
単
に

事
件
は
終
わ
っ

た
の

で

あ
る
。

山
中
陣
屋

焼
き
打
ち
の

翌
十
六
日
に

は
、

浪
士
隊
は
妻
田
村
の

永
野
茂
右
衛
門
、

山
際
村
の

林

弥
右
衛
門
、

中
丸
重
郎
兵
衛
、

川
入
村
の

佐
野
一

郎
右
衛
門
、

中
津
村
の

熊
坂
半
兵

衛
、

座
間
村
の

大
矢
弥
一

ら
の

富
豪
に

お
ど
し
を
か
け
て

軍
用
金
の

供
出
を
強
要
し

て
、

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
数
百
両
を
奪
っ

た
う
え
、

山
中
か
ら
小
田
原
を
経
て

横
浜
ま
で

赴
く
と
宿
々

の

問
屋
、

村
々

の

庄
屋
に

村
継
の

先
触
を
だ
さ
せ
て
い

る
。

小
田
原
本
藩
で

は
急
報
に

接
し
て
、

酒
匂
川
橋
に

出
兵
し
た
の

で

浪
士
隊

は
引
き
返
し
、

厚
木
か
ら
八
王
子
方
面
に
で
て

江
戸
に

向
か
い
、

十
七
日
、

内
藤
新
宿
の

妓
楼
で

同
志
の

点
呼
を
行
っ

て
、

十
八
日
に
三
田
の

薩
摩

藩
邸
に

引
き
あ
げ
た
（
前
掲
鈴
村
茂
「
荻
野
山
中
藩
陣
屋
焼
打
ち
事
件
と
そ
の

背
景

」、
藤
野
泰
造
「
慶
応
三
年
十
二
月
相
州
荻
野
山
中
陣
屋
焼
打
事
件
に
つ

い

て

」

『
関
東
近
世
史
研
究
』九
号
）。

こ

の

山
中
陣
屋
襲
撃
の

報
は
京
都
の

方
に

も
伝
え
ら
れ
た
と
み
え
て
越
前
藩
の

記
録
「
丁
卯
日
記
」
十
二
月
晦
日
の

条
に

「
江
戸
表
よ
り
相
廻
る

風
聞
書
」
と
題
し
て

「
大
久
保
出
雲
守
殿
御
陣
屋
相
州
荻
野
山
中
放
火
云
々

」
と
、

こ

の
一

件
の
こ

と
が
載
っ

て
い

る
。

山
中
陣
屋
襲
撃
一

件
は
諸
書
に

よ
る
と
だ
い

た
い

右
の

よ
う
な
始
末
で
、

線
香
花
火
の

よ
う
な
人
騒
が
せ
に

終
わ
っ

た
。

討
幕
挙
兵
と
い

う
よ
り

む
し
ろ
博
徒
と
組
ん
で

豪
農
商
か
ら
軍
用
金
の

強
奪
が
ね
ら
い

の

よ
う
で

あ
る
。

野
州
出
流
山
の

挙
兵
は
幕
府
側
の

密
偵
の

情
報
に
よ
っ

て

結
局
失

敗
と
な
り
、

甲
府
城
奪
取
も
仲
間
の

中
に

会
津
の

間
諜
が
い

た
の

に

気
付
か
ず
、

八
王
子
宿
舎
の

妓
楼
が

襲
わ
れ
て

惨
敗
す
る
と
い

う
始
末
で
、

相
楽

荻野山中藩陣屋裏門と伝えられる厚
木市林の福伝寺山門
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隊
の

関
東
攪
乱
は
予
期
の

効
果
を
あ
げ
な
い

ま
ま
失
敗
に

終
わ
っ

た
。

こ

れ
は
、

要
す
る
に

京
都
の

西
郷
ら
討
幕
派
の

手
先
と
し
て

急
造
し
た
い

わ

ば
烏
合
の

隊
で

あ
っ

た
か
ら
、

草
莽
隊
と
は
い

え
根
の

浅
い

も
の
で

あ
っ

た
。

山
中
陣
屋
の

襲
撃
の

ご
と
き
が
そ
の

よ
い

例
で
、

相
模
地
方
は
わ
ず

か
に

火
の

粉
を
あ
び
た
程
度
で

し
か
な
か
っ

た
。

し
か
し
、

相
楽
の

急
造
策
で

江
戸
内
外
か
ら
不
逞
、

無
頼
の

徒
を
多
数
集
め
た
の

で

薩
摩
藩
邸
は

無
頼
の

徒
の

巣
窟
と
な
っ

て
、

江
戸
府
内
の

治
安
は
極
度
に

険
悪
と
な
っ

た
。

十
二

月
二

十
三
日
朝
の

江
戸
城
二
の

丸
の

火
災
も
薩
摩
藩
に

疑
い

が

か
け
ら
れ
る
と
い

う
こ

と
で
、

つ

い

に

旧
幕
府
側
も
薩
摩
藩
邸
の

攻
撃
を
決
意
し
て
二

十
五
日
の

黎
明
、

諸
藩
兵
も
併
せ
た
二

千
余
名
に

よ
る
薩
邸

焼
き
打
ち
と
な
っ

た
。

こ

の

報
が
大
坂
城
に

伝
わ
る
と
、

城
中
の

慶
喜
軍
将
士
の

薩
摩
討
幕
派
に

対
す
る
激
昂
が
高
ま
っ

て
、

つ

い

に

討
薩
表
を
掲

げ
て

京
都
に

進
軍
す
る
鳥
羽
伏
見
の
一

戦
と
な
っ

た
。

鳥
羽
伏
見
の
戦
と

東
征
軍
の
派
遣

慶
喜
軍
の

京
都
へ

の

発
砲
に
よ
っ

て
、

正
月
七
日
、

慶
喜
を
朝
敵
と
し
て

追
討
令
を
発
し
、

た
だ
ち
に

東
征
軍
派
遣
の

だ
ん

ど
り
と
な
っ

た
。

す
べ

て

筋
書
ど
お

り
で

あ
る
。

十
日
に
は
前
将
軍
内
大
臣

徳
川
慶
喜
を
は
じ
め
と
し
て

前
京
都
守
護
職
松

平
容
保
（
会
津
藩
主

）、

前
京
都
所
司
代

松
平
定
敬
（
桑
名
藩
主
）、
そ
の

他
若
年
寄
永
井
尚
志
、

同
並
平
山
敬
忠
ら
慶
喜
幕
僚
ら
十
数
名
の

官
位
褫
奪

を
行
っ

た
。

こ

れ
よ
り
先
、

鳥
羽
伏
見
の

戦
端
開
始
と
と
も
に

正
月
四
日
、

議
定
仁
和
寺
宮
嘉
彰
親
王
を
征
討
大
将
軍
に

任
じ
て

錦
旗
節
刀
を
賜
り
、

翌
五
日

に
は
東
海
道
鎮
撫
総
督
に

参
与
橋
本
実
梁
（
公
卿
）、

同
副
総
督
に

参
与
助
役
柳
原
前
光
（
公
卿
）
を
任
命
し
た
（
翌
二

月
六
日
、

総
督
は
先
鋒
総
督
兼
鎮

撫
使
、

副
総
督
は
先
鋒
副
総
督
と
改
称
）。

こ

の

ほ
か
全
国
諸
道
に

対
す
る
鎮
撫
体
制
を
し
い

て

山
陰
、

北
陸
、

九
州
、

東
山
の

各
方
面
に

も
鎮
撫
総
督

を
任
命
し
て
い

る
。

ま
た
各
総
督
の

下
に

そ
れ
ぞ
れ
参
謀
、

軍
監
を
お
い

た
。

東
海
道
軍
参
謀
に

は
木
梨
精
一

郎
（
長
州
）
と
海
江
田
信
義
（
薩
摩
）

が
任
ぜ
ら
れ
て
い

る
。

二

月
朔
日
、

天
皇
親
征
が
決
し
て
三
日
に

は
そ
の

詔
が
発
せ
ら
れ
た
。
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鳥
羽
伏
見
の

政
府
軍
勝
利
の

報
が
九
州
長
崎
に

伝
わ
る
と
、

長
崎
奉
行
河
津
祐
邦
は
正
月
十
四
日
頃
、

任
地
を
放
棄
し
て

脱
走
し
た
。

日
田
郡
代

窪
田
治
部
衛
門
も
正
月
十
六
日
、

陣
屋
か
ら
遁
走
し
た
の

で

九
州
一

円
は
簡
単
に

新
政
府
側
の

掌
握
に

帰
し
た
。

山
陰
方
面
も
総
督
参
与
西
園
寺
公

望
（
公
卿
）
の

手
に
よ
っ

て

諸
藩
が
勤
王
を
誓
っ

た
の

で
、

二

月
末
に

は
全
く
平
定
に

帰
し
て
い

る
。

こ

の

よ
う
に

京
都
以
西
は
は
や
く

も
朝
廷
政

府
の

勢
力
下
に
お
か
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
の

で
、

政
府
軍
の

征
討
の

目
標
と
す
る
と
こ

ろ
は
も
っ

ぱ
ら
依
然
旧
幕
府
の

勢
力
下
の

関
東
を
中
心
に

北

陸
、

東
国
方
面
の

東
日
本
一

帯
と
な
っ

た
。

な
か
で

も
東
海
道
筋
の

関
東
の

関
門
に

当
た
る
小
田
原
藩
か
ら
横
浜
、

さ
ら
に

江
戸
へ

か
け
る
地
域
が
、

第
一

の

攻
撃
目
標
地
と
な
る
こ

と
は
い

う
ま
で

も
な
か
っ

た
。

そ
こ

で
、

二

月
九
日
、

総
裁
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
東
征
大
総
督
に

任
ぜ
ら
れ
、

東
海
、

北
陸
、

東
山
三
道
の

軍
を
統
率
し
て
旧
幕
府
根
拠
の

江

戸
攻
略
と
な
っ

た
。

大
総
督
の

下
に

正
親
町
公
董
ら
の

公
卿
と
と
も
に

薩
摩
藩
士
の

西
郷
隆
盛
、

長
州
藩
士
の

広
沢
真
臣
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
参
謀
と
な

っ

た
。

有
栖
川
宮
大
総
督
は
二

月
十
五
日
、

参
内
し
て

錦
旗
節
刀
を
賜
っ

て
、

そ
の

日
た
だ
ち
に

京
都
を
進
発
し
て

諸
参
謀
以
下
を
従
え
て

東
海
道

を
一

路
下
っ

て
三
月
五
日
、

駿
府
城
に

着
陣
し
た
。

こ

の

東
海
道
軍
が
、

東
征
軍
の

本
隊
で

あ
る
が
、

こ

れ
よ
り
先
一

月
五
日
、

橋
本
、

柳
原
正
副

総
督
が
京
都
を
進
発
し
、

木
梨
精
一

郎
・

海
江
田
信
義
の

両
参
謀
と
と
も
に
、

大
総
督
に

先
行
し
て

肥
後
、

因
幡
、

彦
根
備
前
、

膳
所
、

亀
山
、

水

口
、

大
村
、

佐
土
原
等
九
藩
の

兵
を
率
い

て

京
都
を
発
し
て

東
海
道
を
下
っ

た
。

途
中
、

桑
名
藩
討
伐
の

命
を
う
け
て
い

た
の

で
、

二

十
二
日
、

軍

を
四
日
市
に

す
す
め
て
二

十
八
日
に

は
桑
名
城
を
収
め
た
。

つ

い

で
二

月
十
三
日
、

名
古
屋
に

着
陣
し
た
。

こ

う
し
て
い

よ
い

よ

関
東
関
門
の

箱

根
、

小
田
原
へ

と
迫
っ

た
の

で

あ
る
が
、

こ

の

箱
根
に
は
旧
幕
府
の

関
所
が
あ
り
、

小
田
原
藩
兵
が
こ

れ
を
守
備
し
て
い

た
。

小
田
原
藩
は
す
で

に

朝
廷
政
府
に

恭
順
を
表
明
し
て
い

た
の

で
、

関
門
通
過
は
問
題
が
な
か
っ

た
が
、

そ
の

後
と
な
っ

て
旧
幕
府
遊
撃
隊
脱
走
の

徒
が
乱
入
し
、

箱
根
戦

争
が
勃
発
し
て

小
田
原
藩
が
一

時
窮
地
に

陥
る
と
い

う
一

幕
が
お
こ

る
の

で

あ
る
。
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第
二

節
　
神
奈
川
県
の

誕
生

一

　

神
奈
川
裁
判
所
の

開
設

列
国
、

外
交
責
任
者

の
横
浜
派
遣
を
要
請

東
征
軍
が
東
海
道
を
下
り
、

神
奈
川
を
通
過
し
て

江
戸
に

向
う
こ

と
は
、

列
国
外
交
団
に
一

つ

の

不
安
を
与
え
る
こ

と
と

な
っ

た
。

そ
れ
は
言
う
ま
で

も
な
く
、

多
数
の

外
国
人
が
居
住
す
る
横
浜
の

治
安
へ

の

影
響
で

あ
っ

た
。

戊
辰
正
月
十
五
日
（
一

八
六
八
年
二

月
八
日

）、

勅
使
東
久
世
通
禧
が
兵
庫
に
至
り
、

列
国
外
交
代
表
に

対
し
て
王
政
復
古
の

通
告
を
お

こ

な
っ

た

が
、

こ

の

時
外
国
側
は
四
日
前
に

発
生
し
た
「
神
戸
事
件
」
の

処
理
と
今
後
の

治
安
維
持
に
つ

い

て

維
新
政
府
が
責
任
を
も
つ

か
ど
う
か
を
た
だ
し

て
い

る
。

こ

れ
に

対
し
、

東
久
世
は
も
と
よ
り
そ
の

旨
を
言
明
し
た
が
、

長
崎
は
ま
も
な
く
管
理
下
に

入
れ
る
見
込
み
で

あ
る
が
、

た
だ
し
、

横
浜

は
目
下
の

と
こ

ろ
支
配
す
る
時
期
は
確
言
で

き
な
い

と
語
っ

て
い

る
。

東
征
軍
進
発
前
の

段
階
で

は
横
浜
問
題
は
何
の

確
約
も
で

き
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

二
月
、

大
坂
と
兵
庫
に

鎮
台
が
置
か
れ
、

東
久
世
は
兵
庫
鎮
台
の

長
官
と
な
り
、

さ
ら
に

両
鎮
台
が
そ
れ
ぞ
れ
「
裁
判
所
」
に

改
め
ら
れ
る
と
、

彼
は
兵
庫
裁
判
所
総
督
と
な
っ

た
。

そ
の

こ

ろ
、

新
政
府
と
列
国
外
交
団
と
の

間
に

新
た
に

外
交
代
表
の

参
朝
問
題
が
お
こ
っ

て
い

た
が
、

政
府
部

内
で
は
な
お
実
施
に
ふ
み
切
る
こ

と
に

躇

躊
す
る
空
気
が
あ
っ

て

決
定
が
長
び
い

て
い

た
。

こ

の

た
め
、

東
征
軍
の

進
発
状
況
を
見
守
っ

て
い

た

列
国
外
交
団
側
で
は
、

戦
火
の

危
険
が
近
づ
く
横
浜
へ

の

帰
還
を
急
ぎ
、

参
朝
招
請
期
限
を
二

月
十
四
日
と
し
た
。

こ

う
し
て
、

大
坂
鎮
台
醍
醐
忠

順
・

外
国
事
務
総
督
伊
達
宗
城
・

同
東
久
世
通
禧
の

三
人
は
、

ま
さ
に

そ
の

期
限
で

あ
る
二

月
十
四
日
、

大
坂
西
本
願
寺
で

列
国
外
交
代
表
と
会
見
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し
、

外
国
事
務
局
の

創
設
、

近
日
天
皇
の

召
見
が
あ
る
こ

と
、

及
び
横
浜
・

箱
館
の

地
に

朝
廷
の

官
吏
を
派
遣
し
、

人
民
安
堵
の

令
を
下
す
予
定
を

伝
え
た
の

で

あ
る
。

し
か
し
、

そ
の

翌
日
、

は
か
ら
ず
も
「
堺
事
件
」
が
発
生
し
た
の

で
、

政
府
は
こ
の

新
し
い

難
問
題
処
理
の

苦
境
に

立
ち
つ

つ

も
、

二

十
三
日
、

外
交
代
表
の

参
朝
を
と
も
か
く
も
実
現
さ
せ

た
の

で

あ
る
。

こ

の

日
、

フ

ラ
ン

ス

公
使
と
オ
ラ
ン

ダ
総
領
事
は
無
事
終
わ
っ

た

が
、

イ
ギ
リ
ス

公
使
パ

ー
ク
ス

（P
ark

es, s
ir 

H
arry 

s
m

ith

）
は
参
内
の

途
中
襲
撃
さ
れ
た
た
め
、

改
め
て
三
月
三
日
に

参
内
し
た
。

「
堺
事
件
」

の

犯
人
処
罰
を
確
認
し
、

参
内
を
終
え
た
列
国
代
表
は
、

東
征
軍
が
接
近
し
つ

つ

あ
る
横
浜
へ

急
ぎ
帰
還
し
た
。

三
月
八
日
横
浜
に

帰
っ

た
パ

ー
ク
ス

は
、

そ
の

翌
日
、

神
奈
川
奉
行
か
ら
行
政
引
渡
し
の

用
意
の

あ
る
こ

と
を
聞
い

て
い

る
。

こ

の

日
、

フ

ラ
ン

ス

公
使
ロ

ッ

シ
ュ

（R
o
ch

es, 
L

é
o
n

）
も
帰
還
し
、

列
国
外
交
団
は
不
穏
の

空
気
に
つ

つ

ま
れ
始
め
た
横
浜
の

警
備
対
策
会
議
を
ひ
ら
き
、

各
国
軍
隊

に
よ
る
警
備
体
制
が
と
ら
れ
た
。

こ

の

と
き
の

軍
隊
配
備
の

具
体
的
な
こ

と

は

不
明
で

あ
る

が
、

横
浜
の

市
内
に

通
ず
る
要
所
は
す
べ

て

固
め
ら

れ
、

奉
行
の

許
可
証
な
し
で

は
帯
刀
者
は
横
浜
の

町
内
に

入
れ
な
い

こ

と
と
し
た
。

さ
ら
に

列
国
外
交
団
は
共
同
し
て

外
交
責
任
者
の

派
遣
を
要
請
す
る
書
簡
を
起
草
し
、

こ

れ
を
フ

ラ
ン

ス

公
使
館
書
記
官
ブ
ラ
ン

（B
a
ro

n
 

B
r
in

）

に

兵
庫
ま
で

携
行
さ
せ
、

同
地
に

滞
留
し
て
い

る
イ
ギ
リ
ス

公
使
館
書
記
官
ミ
ッ

ト
フ

ォ

ー
ド
（M

itfo
rd

, 
A
lg

er
n
o
n
 F

r
e
e
m

a
n

）
と

共
に

新
政
府

当
局
者
に

手
渡
す
こ

と
と
し
た
（『
大
日
本
外
交
文
書
』第
一

巻
第
一

冊
、

『
横
浜
市
史
』
第
三
巻
上
）。

ミ
ッ

ト
フ

ォ

ー
ド
、

ブ
ラ
ン

の

二
人
が
新
政
府
当
局
者
と
会
見
し
た
の

は
、

三
月
十
七
日
の

こ

と
で
、

場
所
は
大
坂
の

外
国
事
務
局
、

応
接
者
は

伊
達
宗
城
と
東
久
世
通
禧
で

あ
る
。

外
国
側
が
い

か
に

政
府
の

緊
急
措
置
を
望
ん
で
い

た
か
は
、

会
談
の

終
わ
り
に
ブ
ラ
ン

が
五
日
以
内
の

回
答
期

限
を
つ

け
た
こ

と
で

も
わ
か
る
。

日
本
側
は
外
交
団
の

要
請
に

同
意
し
、

結
局
は
三
月
の

東
久
世
横
浜
裁
判
所
総
督
の

任
命
と
な
る
。

海
軍
先
鋒
総
督

の
横
浜
上
陸

一

方
、

三
月
十
七
日
に

は
、

海
軍
先
鋒
総
督
兼
鎮
撫
使
大
原
俊
実
は
鹿
児
島
・

佐
賀
・

久
留
米
の

艦
船
を
ひ
き
い

て

兵
庫
を
出

港
し
、

二

十
三
日
横
浜
に

入
港
、

即
日
上
陸
し
、

翌
日
、

大
原
は
横
浜
鎮
撫
の

布
告
を
発
し
た
。

こ

れ
は
東
征
軍
の

最
初
の

横
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浜
進
駐
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

大
原
に

は
神
奈
川
奉
行
に

代
わ
っ

て

横
浜
の

管
理
に

当
た
る
と
い

う
考
え
は
少
し
も
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

神
奈
川
奉
行
は
、

大
原
の

到
着
を
知
る
と
、

早
速
「
当
地
御
処
置
振
」

―
す
な
わ
ち
、

管
理
引
継
問
題
に
つ

い

て

た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、

大
原
は
自
分
は
海
軍
総
督
兼
当
地
鎮

撫
と
い

う
名
儀
に

な
っ

て

は
い

る
が
、

管
理
引
き
継
ぎ
の

任
務
ま
で
は
も
っ

て
い

な
い

か
ら
何
ら
の

指
示
も
で

き
な
い

と
答
え
た
と
い

う
。

東
海
道
鎮
撫
総
督
参
謀

木
梨
の
パ
ー
ク
ス

訪
問

前
節
で

述
べ

た
よ
う
に
、

有
栖
川
宮
東
征
大
総
督
は
、

三
月
五
日
、

駿
府
城
に

着
陣
し
て
、

い

よ
い

よ
十
五
日
、

江
戸

総
攻
撃
を
決
意
し

た
が
、

旧
幕
府
側
代
表
の

山
岡
鉄
太
郎
と
参
謀
西
郷
隆
盛
と
の

間
で

第
一

次
和
平
交
渉
が
行
わ
れ

た
。

つ

い

で

西
郷
は
先
鋒
と
し
て
、

十
一

日
駿
府
を
発
し
て

江
戸
に

向
っ

た
。

こ

の

際
、

西
郷
は
東
海
道
鎮
撫
総
督
参
謀
の

木
梨
精
一

郎
に

対
し
て

横
浜
に
い

る
パ

ー
ク
ス

に

会
見
を
命
じ
た
。

木
梨
は
十
二
日
藤
沢
に

至
り
、

同
地
に

滞
陣
し
て
い

た
渡
辺
清
（
大
村
藩
士

）
に

対
し
て

パ

ー
ク
ス

と

の

会
見
目
的
を
告
げ
、

翌
十
三
日
、

渡
辺
を
同
伴
し
て

横
浜
に

入
り
、

パ

ー
ク
ス

を
訪
問
し
た
。

そ
の

目
的
は
何
で

あ
っ

た
か
。

後
に

渡
辺
が
当
時

を
回
顧
し
て
つ

ぎ
の

よ
う
に

語
っ

て
い

る
。

「
木
梨
が
い

う
に

は
、

此
度
江
戸
城
を
攻
撃
に
つ

い

て

は
実
に

不
案
内
の

官
軍
で

あ
る
か
ら
、

第
一

負
傷
者
の

手
当
に

如
何
と
も
詮
方
な
い
。

そ
れ
で

横
浜
に

参
り

英
の
パ

ー
ク
ス

に

逢
う
て
、

か
れ
の

世
話
で

横
浜
に

病
院
を
造
り
た
い

と
い

う
論
で

…
…
英
の

管
轄
の

病
院
が
あ
ら
ば
そ
れ
を
流
用
し
て

貰
い

た
い
、

且
又
医
師
其
他

一

切
の

こ

と
を
依
頼
せ
よ
と
い

う
命
を
承
っ

て

参
っ

た
」（
渡
辺
清
「
江
戸
城
攻
撃
中
止
始
末
」
明
治
三
十
一

年
十
一

月
二

十
一

日
談
『
史
談
会
速
記
録
第
六
十
八

輯
』
）。木

梨
の
パ

ー
ク
ス

訪
問
の

目
的
が
渡
辺
の

言
う
江
戸
城
攻
撃
戦
の

た
め
の

医
療
準
備
だ
け
に

あ
っ

た
と
は
考
え
難
い
。

当
時
の

政
局
か
ら
み
て

江

戸
城
攻
撃
に

あ
た
っ

て
、

前
も
っ

て

了
解
を
得
て

お
く
と
い

う
外
交
的
配
慮
が
主
で

あ
っ

た
と
判
断
す
る
の

が
自
然
で

あ
ろ
う
。

木
梨
の

意
見
を
聞
い

た
パ

ー
ク
ス

は
「
如
何
に

も
変
な
顔
付
」
を
し
て
、

恭
順
を
示
し
て
い

る
慶
喜
を
討
つ

こ

と
に

対
す
る
異
論
、

居
留
地
駐
在

©神奈川県立公文書館



領
事
に

対
す
る
公
式
通
告
と
警
備
兵
の

手
配
の

欠
除
を
指
摘
し
て

江
戸
攻
撃
作
戦
を
強
く
批
判
し
た
と
い

う
。

こ
の

時
の
パ

ー
ク
ス

の

異
論
が
西
郷

を
驚
か
せ
、

戦
争
回
避
の

申
入
れ
に

同
意
す
る
背
景
と
な
っ

た
と
い

う
点
は
、

こ

れ
ま
で
で

も
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て

き
た
こ

と

で

あ
る
（
石
井
孝

『
増
訂
明
治
維
新
の

国
際
的
環
境
』、

原
口

清
『
明
治
前
期
地
方
政
治
史
研
究
』
上
）。

ま
た
、

同
じ
十
三
日
に

は
橋
本
実
梁
先
鋒
総
督
は
、

六
浦
藩
主
米
倉
昌
言
に

横
浜
の

臨
時
取
締
り
を
命
じ
て
い

る
。

東
征
軍
先
鋒
と
神
奈

川
奉
行
と
の
接
触

木
梨
の

横
浜
入
り
は
、

ま
た
神
奈
川
奉
行
当
局
が
東
征
軍
幹
部
と
の

接
触
を
も
つ

機
会
と
も
な
っ

た
。

神
奈
川
奉
行
水
野

若
狭
守
良
之
が
の

ち
に

橋
本
先
鋒
総
督
に

対
し
陳
述
し
て
い

る
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、

木
梨
の

動
き
の

中
か
ら
間
接
的
に

横

浜
引
渡
問
題
に

関
す
る
情
報
が
伝
わ
っ

て

き
た
の

で
、

支
配
向
の

者

―
す
な
わ
ち
、

部
下
を
木
梨
の

も
と
に

出
張
さ
せ
て

確
か
め
さ
せ
た
と
こ

ろ
、

六
浦
藩
主
米
倉
昌
言
が
新
た
に

「
神
奈
川
奉
行
」
に

任
ぜ
ら
れ
た
故
、

同
人
へ

諸
務
を
引
き
継
ぐ
べ

し
、

も
っ

と
も
支
度
等
も
あ
り
少
々

時
日

も
要
す
る
で

あ
ろ
う
か
ら
、

そ
れ
ま
で

は
こ

れ
ま
で

通
り
在
職
勤
務
す
る
事
、

ま
た
支
配
向
の

者
は
貿
易
筋
―
す
な
わ
ち
貿
易
関
係
事
務
の

取
り
扱

い

に

な
れ
て

い

る
か

ら
、

残
ら
ず
王
臣
に

召
使
う
事
―
す
な
わ
ち
新
政
府
の

職
員
と
し
て

引
き
続
き
在
職
勤
務
す
る
事
と
い

う
方
針
が
伝
達
さ
れ

た
。

こ

れ
は
事
務
引
き
渡
し
に

関
す
る
東
征
軍
か
ら
の

指
示
の

最
初
で

あ
る
。

そ
こ

で

水
野
は
支
配
組
頭
を
出
張
さ
せ
て
、

右
の

引
き
継
ぎ
と
人
事
の

二

件
に
つ

い

て
口

頭
で

は
な
く
書
面
に

認
め
て

く
れ
る
よ
う
求
め
た
。

し

か
し
木
梨
は
、

参
謀
に

限
り
の

右
の

よ
う
な
書
面
は
出
せ
な
い

か
ら
、

改
め
て

総
督
府
へ

上
申
し
て

書
面
を
出
す
よ
う
に

す
る
と
答
え
て

神
奈
川
か

ら
江
戸
へ

出
立
し
た
と
い

う
。

そ
の

後
三
月
二

十
六
日
、

木
梨
が
江
戸
か
ら
も
ど
っ

て

き
て

神
奈
川
に

止
宿
し
た
。

神
奈
川
奉
行
は

早
速
支
配
向
の

者
を
木
梨
の

も
と
に
送
っ

て
、

先
日
依
頼
し
た
書
面
の

件
を
た
ず
ね
さ
せ
た
と
こ

ろ
、

木
梨
は
ま
だ
そ
の

段
取
り
に

な
っ

て
い

な
い

が
、

神
奈
川
奉
行
両
人
の

う
ち
い

ず
れ
で

も
面
談
し
た
い

と
伝
え
た
。

お
そ
ら
く
そ
の

当
日
の

こ

と
と
思
わ
れ
る
が
、

水
野
は
神
奈
川
へ

出
向
い

て

初
め
て

木
梨
と
会
見
し
た
の

で

あ
る
。
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木
梨
は
水
野
に

対
し
先
日
申
し
渡
し
た
方
針
通
り
米
倉
昌
言
に

事
務
引
き
継
ぎ
を
す
る
よ
う
指
示
を
与
え
た
が
、

そ
の

際
か
、

あ
る
い

は
後
日
の

こ

と
か
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い

が
、

米
倉
の

来
着
は
四
月
二

日
と
伝
え
ら
れ
た
。

神
奈
川
宿
に
お

け
る
こ

の

水
野
と
木
梨
と
の

会
見
は
、

神
奈
川
奉
行
自
身
が
東
征
軍
当
局
者
と
接
触
し
た
も
の

と
し
て

は
、

大
原
に
つ

い

で
二
度

目
、

陸
路
を
と
る
東
海
道
先
鋒
隊
当
局
者
に

対
し
て
は
最
初
の

も
の

で

あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
。

東
海
道
先
鋒
総
督
と

神
奈
川
奉
行
の
会
見

次
に

神
奈
川
奉
行
が
東
征
軍
当
局
と
接
触
し
た
の

は
四
月
一

日
の

こ

と
で
、

東
海
道
先
鋒
総
督
兼
鎮
撫
使
橋
本
実
梁
が
江

戸
に

向
う
途
次
、

神
奈
川
宿
本
陣
鈴
木
源
太
左
衛
門
宅
方
で

小
休
し
た
際
で

あ
る
。

す
で
に
こ

の

前
日
に

も
、

総
督
一

行

が
保
土
ヶ

谷
宿
に

止
宿
し
た
際
、

そ
の

日
の

夕
刻
、

神
奈
川
奉
行
は
同
地
に

出
頭
し
た
の

で

あ
っ

た
が
、

こ

の

時
は
総
督
に

面
会
す
る
こ

と
な
く
、

内
舎
人
を
通
じ
て
こ

れ
ま
で

の

諸
務
取
扱
い

等
詳
細
に

報
告
し
て
い

た
。

橋
本
か
ら
神
奈
川
奉
行
両
人
に

対
し
て

与
え
た
指
示
は
、

横
浜
港
取
締
り
に

任
じ
ら
れ
た
米
倉
昌
言
が
出
張
し
て

き
た
な
ら
ば
、

こ

れ
に

諸
事
を

引
き
継
い

だ
後
、

奉
行
両
人
は
退
去
す
べ

き
こ

と
、

六
浦
藩
は
小
藩
で

人
数
少
な
く
、

ま
た
諸
事
不
馴
れ
で

あ
る
か
ら
、

神
奈
川
奉
行
支
配
向
の

者

は
残
ら
ず
朝
廷
に
お
い

て

召
つ

か
わ
さ
れ
、

こ

れ
ま
で

通
り
在
勤
す
べ

く
一

同
の

者
た
ち
に

申
し
渡
す
べ

き
こ

と
、

と
い

う
こ

と
で
、

前
回
木
梨
と

の

会
見
で

伝
達
さ
れ
た
も
の

と
同
じ
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

同
じ
こ

と
か
ら
で

あ
っ

て

も
、

木
梨
か
ら
と
、

橋
本
か
ら
と
で

は
、

指
示
者
の

地
位
か

ら
い

っ

て

発
言
の

重
み
が
違
う
。

神
奈
川
奉
行
は
支
配
向
一

同
に

対
し
説
得
す
る
に

当
た
っ

て
、

朝
命
で

あ
る
と
し
て

説
得
し
て
よ
い

か
ど
う
か
を

問
う
て
い

る
。

こ

れ
に

対
し
橋
本
は
朝
命
を
も
っ

て

相
諭
し
、

差
し
支
え
な
し
と
答
え
て
い

る
。

神
奈
川
奉
行
が
「
朝
命
」
と
い

う
名
分
の

使
用
を

橋
本
に

求
め
た
の

は
、

こ

う
し
た
名
分
な
く
し
て
は
、

こ

の

際
部
下
に

残
留
を
説
得
す
る
自
信
が
持
て

な
か
っ

た
た
め
で

あ
ろ
う
（『
復
古
外
記
・

東

海
道
戦
記
』
十
）。

つ

ぎ
に

神
奈
川
奉
行
が
訴
え
た
の

は
、

慶
喜
以
下
謹
慎
の

身
で

あ
り
な
が
ら
、

こ

ん
に

ち
ま
で

な
お
依
然
と
し
て

横
浜
港
の

事
務
を
取
り
扱
っ

て
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き
た
こ

と
に

関
す
る
趣
旨
弁
明
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
弁
明
の

必
要
を
感
じ
た
の
は
、

朝
廷
に

対
し
不
敬
の

所
為
と
い

っ

た
非
難
の

声
が
一

部
か
ら

放
た
れ
て
い

た
か
、

あ
る
い

は
今
後
の

処
分
の

危
険
が
予
想
さ
れ
る
雰
囲
気
で

あ
っ

た
た
め
で

あ
ろ
う
。

神
奈
川
奉
行
の

陳
述
し
た
理
由
は
、

も
し

一

方
的
に

彼
ら
が
横
浜
を
退
去
し
た
場
合
に

は
、

行
政
機
関
が
消
滅
し
て

外
国
人
居
留
地
は
あ
た
か
も
外
国
人
所
有
地
の

姿
と
な
り
、

寸
地
で

も
そ

の

よ
う
に

な
っ

て

は
「
御
国
体
」
に
か
か
わ
り
、

「
皇
国
之
御
羞
辱
」
こ

の

上
も
な
い

事
に

な
る
故
、

や
む
を
得
ず
今
日
ま
で

当
地
の

管
理
の

任
に

当
た
っ

て

き
た
も
の

に

過
ぎ
ず
、

朝
廷
の

当
港
管
理
処
置
方
針
を
聞
く
た
め
、

去
る
三
月
初
旬
い

ら
い
、

江
戸
に

向
っ

て

街
道
筋
を
通
過
す
る
先
鋒

隊
長
等
に

逐
次
支
配
向
の

者
を
接
触
さ
せ
、

木
梨
・

大
原
ら
と
も
交
渉
を
重
ね
て

き
た
も
の

で

あ
り
、

木
梨
か
ら
は
す
で
に

明
二
日
に

米
倉
出
張
の

予
定
と
聞
い

て
、

諸
務
引
渡
し
の

準
備
を
し
て
い

る
と
、

こ

れ
ま
で
の

経
緯
を
く
わ
し
く
陳
述
し
、

重
ね
て

「
朝
命
」
を
以
て

支
配
向
一

同
へ

説
諭

す
る
旨
を
付
言
し
た
。

橋
本
は
右
の

陳
述
の

趣
意
に

対
し
、

当
港
を
引
き
払
わ
な
か
っ

た
こ

と
は
、

ま
こ

と
に

「
殊
勝
之
義
」
と
し
、

少
し
も
「
疑
慮
無
之
」
と
承
認
を

与
え
た
の
で

あ
る
。

横
浜
裁
判
所

総
督
の

任
命

こ

れ
よ
り
先
、

京
都
に
お
い

て

三
月
十
九
日
、

東
久
世
通
禧
の

外
国
事
務
局
補
兼
兵
庫
裁
判
所
総
督
を
免
じ
て
、

横
浜
裁
判
所
総

督
に

任
命
し
た
、

同
時
に

外
国
事
務
局
権
補
鍋
島
直
大
を
同
副
総
督
と
し
た
。

こ

れ
は
も
っ

ぱ
ら
前
記
三
月
十
二
日
の

列
国
外
交

団
の

要
請
に

対
す
る
措
置
で

あ
っ

た
。

東
久
世
は
公
卿
で
、

文
久
年
間
、

三
条
実
美
ら
と
尊
攘
派
と
し
て

活
躍
し
た
が
文
久
三
年
の

八
月
十
八
日
の

政
変
で

京
都
を
追
わ
れ
た
い

わ
ゆ
る

七
卿
の
一

人
で

あ
る
。

王
政
復
古
に

よ
っ

て

官
位
を
復
さ
れ
、

新
政
府
の

参
与
と
な
り
、

明
治
元
年
正
月
、

軍
事
参
謀
、

つ

い

で

外
国
事
務
総
督
と

な
っ

て

外
交
の

衝
に

当
た
る
こ

と
と
な
っ

た
。

外
国
事
務
総
督
は
外
交
長
官
で
、

後
の

外
務
卿
で

あ
る
。

鍋
島
は
肥
前
藩
主
で

明
治
元
年
二

月
、

議

定
兼
外
国
事
務
局
権
補
と
な
り
、

や
は
り
外
交
事
務
に

当
た
っ

た
。

©神奈川県立公文書館



こ

の

二

人
の

正
副
総
督
の

下
に

陸
奥
宗
光
・

大
隈
八
太
郎
（
重
信
）
・

寺
島
宗
則
・

井
関
斉
衛
門
（
盛
艮

）
等
の

外
国
事
務
局
判
事
が

横
浜
在
勤
を

命
ぜ
ら
れ
た
。

し
か

し
、

陸
奥
と
大
隈
は
別
に

用
務
が
発
生
し
た
た
め
東
久
世
総
督
に

随
行
し
な
か
っ

た
。

横
浜
裁
判
所
正
副
総
督
の

東
久
世
と
鍋
島
は
、

出
発
に

先
だ
っ

て

四
月
二
日
、

新
た
に
、

当
分
の

間
江
戸
開
市
事
務
を
も
兼
督
す
る
よ
う
命
ぜ
ら

れ
た
。

裁
判
所
総
督
一

行
の

出
発
は
、

や
や
お
く
れ
、

ま
ず
鍋
島
副
総
督
一

行
が
陸
路

東
下
し
て
、

四
月
十
六
日
横
浜
に

到
着
し
、

太
田
陣
屋
に

入
っ

た
。

一

方
、

海
路
を
と

っ

た
東
久
世
総
督
一

行
は
四
月
十
三
日
、

グ
ラ
バ

ー
の

持
船
キ
ウ
シ

ウ
が
到
着
し
た
の

で
、

翌
十
四
日
、

議
定
に

任
ぜ
ら
れ
た
後
、

午
後
三
時
、

寺
島
・

井
関
の

二

判
事
、

御

用
掛
助
勤
萩
森
厳
助
・

同
上
野
敬
輔
ら
を
従
え
て

運
上
所
よ
り
乗
船
、

ほ
か
に

肥
前
兵

約
百
八
十
人
も
乗
こ

ん
だ
（
東
久
世
通
禧
「
慶
應
四
年
戊
辰
日
録
」
資
料
編
15

近
代
・

現
代
⑸

渉
外
）。

出
発
は
翌
十
五
日
、

こ

の

日
午
前
八
時
抜
錨
、

一

路
横
浜
へ

向
っ

た
の
で

あ
る
。

海

上
は
波
穏
や
か
で

順
風
、

十
六
日
も
晴
れ
、

遠
州
灘
を
過
ぎ
る
こ

ろ
か
ら
船
は
多
少
揺

れ
た
よ
う
で

あ
る
が
何
事
も
な
く
、

出
発
か
ら
二
日
目
の

十
七
日
午
後
三
時
に

横
浜
に

入
港
。

夕
刻
上
陸
し
て

宿
舎
に

あ
て

ら
れ
た
野
毛
の

修
文
館
に

入
っ

た
。

す
で

に

陸
路

を
と
っ

て

先
発
し
た
副
総
督
鍋
島
直
大
が
太
田
陣
屋
に

待
機
し
て
い

た
が
、

こ

の

日
は

使
者
を
た
て
て

修
文
館
の

東
久
世
の

も
と
に

酒
肴
を
届
け
さ
せ
る
に
と
ど
め
、

あ
い

さ

つ

は
翌
十
八
日
に
お
こ

な
っ

た
が
、

同
日
午
後
一

時
、

正
副
総
督
は
運
上
所
に
お
い

て
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